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2. 設計用床応答曲線の作成方法及び適用方法
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設計用床応答曲線の作成点について 

 

 Ⅴ-2-1-7 設計用床応答曲線の作成方針にて，建物，構築物等の地震応答解析モデルを記載

した上で，設計用床応答曲線を作成している。本資料では，表 1 に示す建物・構築物等につい

て，設計用床応答曲線の作成箇所及び設計用震度の作成箇所を示す。また， 設計用床応答曲

線作成箇所の基本的な考えた方を以下に示す。 

 

(1) 多質点系モデル（例：原子炉建屋） 

  基礎スラブ下面を除くすべての質点について，設計用床応答曲線及び設計用震度を作成す

る。 

(2) ２次元ＦＥＭモデル（例：取水構造物） 

  耐震評価を実施する設備の設置箇所を踏まえて代表質点を選定し，設計用床応答曲線及び

設計用震度を作成する。 

(3) ３次元質点系モデル（例：非常用ガス処理系配管支持架構） 

  耐震評価を実施する設備の設置箇所を踏まえて代表質点を選定し，設計用床応答曲線及び

設計用震度を作成する。 

(4) １次元地盤モデル（例：可搬型重大事故等対処設備保管場所） 

  耐震評価を実施する設備の設置箇所を踏まえて代表質点を選定し，設計用床応答曲線及び

設計用震度を作成する。 

  

添付 2
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表 1 設計用床応答曲線を作成する建物・構築物等一覧 

No. 建物・構築物等 地震応答解析モデル 添付図

1 原子炉建屋 多質点系モデル 図 1 

2 使用済燃料乾式貯蔵建屋 多質点系モデル 図 2 

3 取水構造物 2 次元ＦＥＭモデル 図 3 

4 屋外二重管 2 次元ＦＥＭモデル 図 4 

5 緊急時対策所建屋 多質点系モデル 図 5 

6 
緊急時対策所用発電機燃料油貯蔵タンク
基礎 

2 次元ＦＥＭモデル 図 6 

7 主排気筒 多質点系モデル 図 7 

8 非常用ガス処理系配管支持架構 3 次元質点系モデル 図 8 

9 格納容器圧力逃がし装置格納槽 2 次元ＦＥＭモデル 図 9 

10 
格納容器圧力逃がし装置用配管カルバー
ト 

2 次元ＦＥＭモデル 図 10 

11 
常設代替高圧電源装置置場及び西側淡水
貯水設備 

2 次元ＦＥＭモデル 図 11 

12 
常設代替高圧電源装置用カルバート（カル
バート部） 

2 次元ＦＥＭモデル 図 12 

13 
常設代替高圧電源装置用カルバート（トン
ネル部） 

2 次元ＦＥＭモデル 図 13 

14 
常設代替高圧電源装置用カルバート（立坑
部） 

2 次元ＦＥＭモデル 図 14 

15 可搬型設備用軽油タンク基礎 2 次元ＦＥＭモデル 図 15 

16 常設低圧代替注水系ポンプ室 2 次元ＦＥＭモデル 図 16 

17 代替淡水貯槽 2 次元ＦＥＭモデル 図 17 

18 常設低圧代替注水系配管カルバート 2 次元ＦＥＭモデル 図 18 

19 SA 用海水ピット 2 次元ＦＥＭモデル 図 19 

20 緊急用海水ポンプピット 2 次元ＦＥＭモデル 図 20 

21 防潮堤（鋼管杭鉄筋コンクリート防潮壁） 2 次元ＦＥＭモデル 図 21 

22 防潮堤（鉄筋コンクリート防潮壁） 2 次元ＦＥＭモデル 図 22 

23 
防潮堤（鉄筋コンクリート防潮壁（放水路
エリア）） 

2 次元ＦＥＭモデル 図 23 

24 
原子炉本体地震応答解析モデル（建屋－機
器連成解析モデル） 

多質点系モデル 図 24 

25 
可搬型重大事故等対処設備保管場所（西
側，南側） 

1 次元地盤モデル 図 25 
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図 1(1) 原子炉建屋地震応答解析モデル（水平方向） 
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図 1(2) 原子炉建屋地震応答解析モデル（鉛直方向） 
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図 2(1) 使用済燃料乾式貯蔵建屋地震応答解析モデル（ＮＳ方向） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2(2) 使用済燃料乾式貯蔵建屋地震応答解析モデル（ＥＷ方向） 
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図 2(3) 使用済燃料乾式貯蔵建屋地震応答解析モデル（鉛直方向） 
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図 3(1) 取水構造物地震応答解析モデル（ＮＳ方向 その１） 

図 3(2) 地震応答解析モデルの拡大図（加速度応答算出位置）



8 

図 3(3) 取水構造物地震応答解析モデル（ＮＳ方向 その２） 

図 3(4) 地震応答解析モデルの拡大図（加速度応答算出位置） 
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図 3(5) 取水構造物地震応答解析モデル（ＥＷ方向） 

図 3(6) 地震応答解析モデルの拡大図（加速度応答算出位置） 



図 4（1） 屋外二

図 4（2） 地震応
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二重管地震応答解析モデル（杭基礎部その１）

応答解析モデルの拡大図（加速度応答算出位置） 
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図 4（3） 屋外二重管地震応答解析モデル（杭基礎部その２） 

図 4（4） 地震応答解析モデルの拡大図（加速度応答算出位置） 
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図 4（5） 屋外二重管地震応答解析モデル（地盤改良部） 

図 4（6） 地震応答解析モデルの拡大図（加速度応答算出位置） 



13 

図 5(1) 緊急時対策所建屋地震応答解析モデル（水平方向） 

図 5(2) 緊急時対策所建屋地震応答解析モデル（鉛直方向） 

：設計用床応答曲線作成質点

：設計用床応答曲線作成質点
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図 6（1） 緊急時対策所用発電機燃料油貯蔵タンク基礎地震応答解析モデル（ＮＳ方向） 

図 6（2）地震応答解析モデルの拡大図（加速度応答算出位置）
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図 6（3） 緊急時対策所用発電機燃料油貯蔵タンク基礎地震応答解析モデル（ＥＷ方向） 

図 6（4）地震応答解析モデルの拡大図（加速度応答算出位置）
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図 9(1) 格納容器圧力逃がし装置格納槽地震応答解析モデル（ＮＳ方向） 



20 

図 9(2) 格納容器圧力逃がし装置格納槽地震応答解析モデル（ＥＷ方向） 

図 9(3) 格納容器圧力逃がし装置格納槽地震応答解析モデル（水平方向構造物） 

図 9(4) 格納容器圧力逃がし装置格納槽地震応答解析モデル（鉛直方向） 
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図 9(5) 格納容器圧力逃がし装置格納槽地震応答解析モデル（鉛直方向構造物） 

EL. 8.0m

EL. 4.0m

EL.-5.8m

EL.-8.6m

EL.-12.8m

EL.-15.8m

1

2

3

4

5

6

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

質点番号要素番号

：設計用床応答曲線作成質点



22 

図 10（1） 格納容器圧力逃がし装置用配管カルバート地震応答解析モデル 

図 10（2） 地震応答解析モデルの拡大図（加速度応答算出位置）



図 11(1) 常設代替高

図 11(2)  地震応答
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高圧電源装置置場地震応答解析モデル（ＮＳ方向

答解析モデルの拡大図（加速度応答算出位置）

） 



図 11(3) 常設代替高

図 11(4)  地震応答
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高圧電源装置置場地震応答解析モデル（ＥＷ方向

答解析モデルの拡大図（加速度応答算出位置）

） 



図 12 常設代替高圧電源装

図 12(2) 常地震応
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装置用カルバート（カルバート部）地震応答解析

応答解析モデルの拡大図（加速度応答算出位置）

析モデル



図 13（1） 常設代替高圧電

図 13(2)  地震応答
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電源装置用カルバート（トンネル部）地震応答解析

答解析モデルの拡大図（加速度応答算出位置）

析モデル 
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追而 

図 14（1） 常設代替高圧電源装置用カルバート（立坑部）地震応答解析モデル 

（ＮＳ方向） 

追而 

図 14（2） 地震応答解析モデルの拡大図（加速度応答算出位置） 

追而 

図 14（3） 常設代替高圧電源装置用カルバート（立坑部）地震応答解析モデル 

（ＥＷ方向） 

追而 

図 14（4） 地震応答解析モデルの拡大図（加速度応答算出位置） 
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図 15（1） 可搬型設備用軽油タンク基礎地震応答解析モデル（ＥＷ方向） 

図 15（2） 地震応答解析モデルの拡大図（加速度応答算出位置）
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図 15（3） 可搬型設備用軽油タンク基礎地震応答解析モデル（ＮＳ方向） 

図 15（4） 地震応答解析モデルの拡大図（加速度応答算出位置）
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追而 

図 16（1） 常設低圧代替注水系ポンプ室地震応答解析モデル（ＥＷ方向） 

追而 

図 16（2） 地震応答解析モデルの拡大図（加速度応答算出位置） 

追而 

図 16（3） 常設低圧代替注水系ポンプ室地震応答解析モデル（ＮＳ方向） 

追而 

図 16（4） 地震応答解析モデルの拡大図（加速度応答算出位置） 
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図 17（1） 代替淡水貯槽地震応答解析モデル（ＥＷ方向） 

図 17（2） 地震応答解析モデルの拡大図（加速度応答算出位置） 
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図 17（3） 代替淡水貯槽地震応答解析モデル（ＮＳ方向） 

図 17（4） 地震応答解析モデルの拡大図（加速度応答算出位置） 
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図 18（1） 常設低圧代替注水系配管カルバート地震応答解析モデル 

図 18（2） 地震応答解析モデルの拡大図（加速度応答算出位置） 
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図 19（1） ＳＡ用海水ピット地震応答解析モデル（ＥＷ方向） 

図 19（2） 地震応答解析モデルの拡大図（加速度応答算出位置） 
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図 19（3） ＳＡ用海水ピット地震応答解析モデル（ＮＳ方向） 

図 19（4） 地震応答解析モデルの拡大図（加速度応答算出位置） 
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追而 

図 20（1） 緊急用海水ポンプピット地震応答解析モデル（ＥＷ方向） 

追而 

図 20（2） 地震応答解析モデルの拡大図（加速度応答算出位置） 

追而 

図 20（3） 緊急用海水ポンプピット地震応答解析モデル（ＮＳ方向） 

追而 

図 20（4） 地震応答解析モデルの拡大図（加速度応答算出位置） 



37 

図 21(1) 鋼管杭鉄筋コンクリート防潮壁地震応答解析モデル（断面①） 

図 21(2) 鋼管杭鉄筋コンクリート防潮壁地震応答解析モデル（断面①） 
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図 21(3) 鋼管杭鉄筋コンクリート防潮壁地震応答解析モデル（断面②） 

図 21(4) 鋼管杭鉄筋コンクリート防潮壁地震応答解析モデル（断面②） 



39 

図 21(5) 鋼管杭鉄筋コンクリート防潮壁地震応答解析モデル（断面③） 

図 21(6) 鋼管杭鉄筋コンクリート防潮壁地震応答解析モデル（断面③） 
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図 22(1) 防潮堤（鉄筋コンクリート防潮壁）地震応答解析モデル 

（フラップゲート：④－④断面）

図 22（2） 地震応答解析モデルの拡大図（加速度応答算出位置） 
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図 22(3) 防潮堤（鉄筋コンクリート防潮壁）地震応答解析モデル 

（フラップゲート：③－③断面）

図 22（4） 地震応答解析モデルの拡大図（加速度応答算出位置） 



図 22（5） 防潮堤

図 22（6） 地震
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（鉄筋コンクリート防潮壁）地震応答解析モデル

（防潮扉：②－②断面） 

震応答解析モデルの拡大図（加速度応答算出位置

ル 

） 
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図 22（7） 防潮堤（鉄筋コンクリート防潮壁）地震応答解析モデル 

（防潮扉：①－①断面） 

図 22（8） 地震応答解析モデルの拡大図（加速度応答算出位置） 



図 23（1） 防潮堤（鉄筋コ

図 23（2） 地震
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コンクリート防潮壁（放水路エリア））地震応答

（防潮壁横断方向） 

震応答解析モデルの拡大図（加速度応答算出位置

答解析モデル

） 



図 23（3） 防潮堤（鉄筋コ

図 23（4） 地震
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コンクリート防潮壁（放水路エリア））地震応答

（防潮壁縦断方向：ゲート部） 

震応答解析モデルの拡大図（加速度応答算出位置

答解析モデル

） 



図 24(1) 原子

：設計用床応答曲線作
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子炉本体地震応答解析モデル（水平方向） 
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図 24(2) 原子

 

：設計用床応答曲
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子炉本体地震応答解析モデル（鉛直方向） 
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図 25(1) 可搬型重大事故等対処設備保管場所（西側）地震応答解析モデル（水平方向）

[地質区分]

　EL.  23.000 m 

　EL.  20.112 m 
盛土

　EL.  18.571 m du

　EL.  16.024 m 
D2c-3

　EL.  7.619 m 

D2g-3

　EL.  4.454 m 
D2s-3

EL.  - 9.024 m 

D2c-3

EL.  - 10.469 m D2s-3

EL.  - 13.870 m 
D2g-3

EL.  - 370.000 m 

Km

[標高]

：設計用床応答曲線作成質点
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図 25(2) 可搬型重大事故等対処設備保管場所（南側）地震応答解析モデル（鉛直方向） 

[地質区分]

　EL.  25.000 m 
　EL.  24.259 m 盛土

　EL.  20.967 m 
du

　EL.  17.437 m 
lm

　EL.  6.853 m 

D1g-1

EL.  - 370.000 m 

Km

[標高]

：設計用床応答曲線作成質点




